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1 ) 歯髄組織に現われる退行性変化は, 必ずしも年令に伴って段階的に現われるとは限らず, 唆合機能
には参加しているが, なお発育途上の未完成歯にみられることもあり必ずしも逐年的変化と断定できない
ものであるが, 組織学的には歯髄細胞の減少と歯髄の線維化とが主体である｡
2)つぎに歯髄組織の逐年的変化として最も著名なものは, 歯髄内石灰沈着である｡ 石灰沈着には象牙
質癌形成と単なる歯髄灰化とがあり, 前者は主として髄室歯髄に現われ, 象牙質小粒の形成およびその癒
合によって生ずる象牙質癌の形成であり, 高度な時は髄室の2/3程度がこれで占められることもある｡ 後
者は主として根管歯髄に現われ, 血管周壁に沿う不定形石灰沈着の形をとる｡
3)逐年的変化の現われる部位は髄腔形態の相違によって異なり, 単純な髄腔形態を有する前歯では,
髄角, 根尖部, 髄室中央部の順で,髄腔形態の複雑な臼歯では根管歯髄から髄室歯髄へと変化は進行する｡
4)同一個体でも萌出期の相違によって逐年的変化の現わる時期には著しい差がみられ, 第一大臼歯の
ような場合は他の歯種よりも逐年的変化は高度に現われる｡
以上本論文は歯髄における逐年的変化の性質およびその進展状況を明らかにしたもので, 口腔解剖 学
上, 歯科臨床上重要な研究である｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文､として価値あるものと認定する｡
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